
魏

晋
時
代

に
譯

遷
れ
た
る
無
量
壽
經

に
つ
い
て

坪

井

俊

映

刷

魏
晋
時

代
と
は
後
漢
の
後
を
受
け
て
西
暦
三
世
期
の
初
頭
魏
臭
蜀

0

の
三
國
鼎
立
し
、
次
で
晋

(西
晋
)

の
世
詛
武
帝
が
こ
れ
を
統

一
し

て
よ
り
、
東
晋
恭
帝
が
廢
さ
れ
、
宋
高
祀
が
位
に
つ
く
ま
で
の
凡
そ

二
百
年
の
間
を
云
ふ
の
で
あ
る
、

こ
の
問
西
北
戎
狄
の
支
那
中
原
に

遷
佳
す
る
も
の
多
く
、
殊
に
東
晋
元
帝
が
南
方
建
康
に
都
を
遷
す
や

揚
子
江
以
北
の
地
は
外
戎

の
蹂
躪
す
る
處

と
な
り
、
世
に
五
胡
十
六

國

の
時
代

と
云
は
る
る
程

に
、
外
戎
は
各
地
に
割
居
し
て
國
號
を
稱

し
、
治
亂

興
亡
を
く
り
返
し
た
の
で
あ
る
、
こ
の
間
に
於
て
東
傳
の

佛
教
は
衣

第
に
支
那
肚
會
に
根
を
お
ろ
し
、
儒
教
及
び
支
那
古
來
の

宗
教
た
る
黄
老
の
教
と
接
觸
し
、
時
に
は
同
化
し
、
時
に
は
反
撥
し

魏
晋
時
代
に
譯
さ
れ
た
る
無
量
壽
經
に
つ
い
て

て
、
思
想
上
教
會
史
丘
ま
こ
と
に
注
目
す
べ
き
時
代
で
あ

つ
て
,
外

來
思
想

た
る
佛
教
が
支
那
瓧
會
に
受
容
さ
れ

る
に
あ
た
り
、
ど
う
し

て
も
經
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
支
那
思
想
と
の
樹
立
調
和
の

時

代

で

あ

る
。佛
教
が
支
那
に
傳
來
し
た
の
は
後
漢
末
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
六

世
期
初
頭
元
魏
菩
提
流
支
が
印
度
直
傳

の
佛

教
を
傳

へ
る
ま
で
は
、

②

ほ
と
ん
ど
西
域
簿
來
の
佛
教
で
あ
つ
て
、
そ

の
う
ち
最
も
永
く
支
那

と
交
通
し
、
佛
教
傳
播
に
力
の
あ
つ
た
國
は
月
支
國
で
あ
る
。
殊
に

大
乘
佛
教
に
於
て
而
り
で
あ
る
、
僣
傳
に
よ
る
と
月
支
國
よ
り
來
支

せ
る
譯
經
三
藏
は
二
世
期
中
葉
よ
り
五
世
期
初
頭
ま
で
凡
そ
二
盲
五

十
年
の
永
き
に
渡
り
て
陸
続
と
來
支
し
、
數
多
く
の
大
小
乘
經
典
を

一=



譯
出
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
他

の
西
域
の
康
居
、
安
息
、
尉
賓

等

の
諸
國

は
、
時
に
は
多
く
の
譯
經
三
藏
を
逾
つ
た
こ

と

が

あ

る

が
、
そ
の
期
間
は
月
支

の
支
那
交
通
に
比
べ
て
極
め
て
短
か
く
月
支

佛
歡
の
支
那
傅
播
に
便
乘
し
て
來
簿
し
た
か
の
如
き
感
が
あ
る
。

か
く
の
如
く
西
域
よ
り
傳
來
し
た
る
佛
教
に
大
乘
小
乘
、
律
禪
淨

土
等

の
種

々
な
る
經
典
が
雜
然
と
し
て
傳
來
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
思
想
的
に
は
孔
孟
の
教
、
黄
老
の
學
読
と
信
仰
的
に
は
民
間

の
諸
神
と
の
間
に
接
觸
が
行
は
.れ
、
兩
思
想
に
少
な
か
ら
ざ
る
影
響

を
殘
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
、
然
し
な
が
ら
簿
來
當
初

に
於
て
は
佛
教

は
黄
老
の
學
、
方
士
の
術
の

一
と
見
な
さ
れ
て
ゐ
た
様
で
あ
る
、
後

漢
書
に
よ
る
と
後
漢
明
帝
の
弟
楚
王
英
は

「淨
屠
の
祠
を
崇
ふ
」
と

云
ひ
、
佛
祀
歴
代
通
載
に
は
、
こ
れ
を
永
卒
十
四
年
と
し
て
、黄
老
と

佛

と
を
學

ぶ
と
云
ふ
、
叉
後
漢
書
襄
楷
傳
に
よ
る
と
桓
帝
も
老
佛
を

奉
じ
、
黄
老
淨
屠
の
祠
を
立
て
た
こ
と
を
記
し
て
ゐ
る
か
ら
、
外
來
の

佛
教
は
黄

老
の
祠
宇
の

一
部
と
し
て
奉
祠
さ
れ
た
如
く
で
あ
る
。

こ
の
後
漢
の
末
に
な
る
と
道
教
は
教
團
を
組
織
す
る

條

件

が

熟

し
、
順
帝

の
時
に
大
甼
道
と
五
斗
米
道
と
が
相
ひ
前
後

し

て

成

立

し
、
道
教

の
新
し
い
出
發
と
な

つ
た
の
で
あ
る
。
大
平
道
は
瑯
瑯
の

ニ
ニ

道
士
干
吉
が
大
亭
經
百
七
十
卷
を
感
得
し
て
大
年
道
を
唱

へ
、
張
陵

は
五
斗
米
道
を
唱

へ
て
蜀

の
鶴
鳴
山
に
入
り
て
道
書
二
+
四
篇
を
造

作

し
た
の
で
あ
る
、
か
く
て
古
來
よ
り
民
間

信
仰
、
方
術
信
仰
と
し

て
組
織
を
持
た
な
か
つ
た
傳
承
の
信
仰
を
道
教
教
團
と
し
て
組
織
づ

け
、
魏
白
陽
、
葛
玄
、
葛
洪
、
張
陵
、
冦
謙
之
、
陸
修
靜
、

王
淨
等

の
人
を
出
し
た
る
に
封
し
、
佛
教
に
て
は
譯
經
沙
門

と

し

て
、
」
支

謙
、
尸唐
僭
會
沸
竺
法
護
、
鳩
摩
羅
什
、
曇
無
讖
、
覺
賢
の
如
き
大
飜

譯
家

の
來
支
あ
り
、
學
僭
と
し
て
道
安
、
慧

遠
の
如
き
人
や
神
異
僣

と
し
て
佛
圖
澄

の
如
ぎ
入

物
を
も
出
し
た
の
で
あ
る
。

か
く
て
佛
教

の
新
思
想
と
支
那
在
來
の
儒
教
、
道
教
の
思
想
と
の

③

④

間
に
何
等
か
の
關
係
づ
け
が
必
要
と
な
刎
、
牟
子
は
理
惑
論
、
曹
植

は
辨
道
論
を
箸
し
て
、
佛
教
を
基
調
と
し
て
そ

の
優
位
を
認
め
つ
Σ

而
も
儒
道

二
教
と
の
融
和
を
計
ら
ん
と
し
、

そ
の
他
孫
綽
へ劉
覦
、
顏

t
q

之
推

の
如
ぎ
佛
教
と
儒
教
と
の
調
和
読
を
な
す
經
書
學
者
も
排
出
し

た
る
に
樹
し
、
王
浮
は
老
子
化
胡
經
を
作
製

し
て
、
老
子
は
夷
狄

に

入
り
て
淨
屠

と
な
る
と
云
ひ
道
教
の
優
位
性

を
主
張
し

た

の

で

あ

る
、
か
く
て
佛
老
兩
思
想
は
時
に
は
同
化
し
反
撥
し
、
黄
老
盧
無

の

思
想
と
佛
教
の
般
若
皆
室
の
思
想
の
接
觸

す
る
所
に
世
は
清
談

の
流



行
と
な
り
、
竹
林
の
七
賢
者
流
は
時
人
の
渇
仰
す
る
所
で
あ

つ
た
。

叉
破
佛
な

る
教
會
史
的
な
大
慘
事
を
起
し
た
の
も
こ
の
時
代
で
あ
つ

た
、
道
教

は
佛
教
思
想
に
よ
り
そ
の
教
理
内
容
を
整
備
整
頓
す
る
と

共
に
、
佛

教
も
亦
支
那
思
想

に
同
化
す
べ
く
經
典
の
改
竄
、
僞

經
の

作
製
を
な
し
た
の
も

こ
の
時
代
で
あ
つ
て
、
現
存
支
那
成
立
の
經
典

と
云
は
る
る
も
の
の
ほ
と
ん
ど
は
、

こ
の
時
代
に
出
來
て
ゐ
る
の
で

あ
る
。
而
て
佛
教
の
儒
道

二
教
に
封
し
て
取
つ
た
態
度
は
儒
教
に
封

し
て
は
常

に
調
和
的
で
あ
つ
た
に
封
し
て
道
教
に
蜀
し
て
は
常
に
劉

抗
的
で
あ

つ
た
の
で
あ
る
o

註

①

魏
丈
帝

は

艙
tl
t1
0
年

、
蜀
昭
烈
帝

は

船
二
二

一
年
、
呉
大
帝

は

的
ニ

ニ
ニ
年

に
そ
れ
み
丶
帝

位

に
つ
き
、
國
號
を
稱
す
。

②

本

田
義
英
氏

著
、
佛
典

の
内
相
と
外
相
、

二
五
四
頁
參

照
。

③

後
漢
獻
帝
初
卆

二
年

(
艙

一
九

一
y

に
作

る
と

云
う

(望
月
佛

教

大
年
表

の
設
)
、
佛
祀
歴
代
通
載

に
は
初
夲
年
中
と
云

ふ
o

④

曹
植

は
魏

明
帝

景
初

元
年

(
⑪
二
三
七
)

に
寂
す
、

(望
月
佛
教

大
年
表

の
説
)

⑤

中
國

哲
學
史
三

二
五
頁

(
狩
野
直
喜
氏

著
)

二

魏
晋
時
代
に
譯
さ
れ
た
る
無
量
壽
經
に
つ
い
て

魏
晋
時
代
に
飜
譯
さ
れ
た
無
量
由蒔
經
と
し

て
は
、
出
三
藏
記
集
第

0

二
新
集
異
出
經
論
録
第
二
に
よ
る
と
、

無
量
壽
經

一
、
支
謙
出
、

阿
彌
陀
經
二
卷

二
、
竺
法
護
出
、

無
量
壽
經
二
卷

或
云
無
量
清
淨
梺
等
覺

經

三
、
鳩
摩
羅
什
出
、

無
量
壽
經

一
卷

四
、
釋
寶
雲
出
、

新
無
量
壽
經
二
卷

五
、
求
那
跋
陀
羅
出
、

無
量
壽
經

一
卷

右

一
經
五
人
異
出

と
記
す
、

こ
の
中
鳩
摩
羅
什
譯
の
無
量
壽
經

一
卷
と
求
那
跋
陀
羅
譯

の
無
量
壽
經

一
卷
と
は
、
現
行

の
阿
彌
陀
經

及
び
そ
の
異
譯
と
考

へ

ら
れ
る
か
ら
し
て
、
梁
僭
砧
は
無
量
壽
經
に
支
謙
、
竺
法
護
、
釋
寶

雲
の
三
人
の
譯
本
の
あ

つ
た
こ
と
を
認
め
た
や
う
で
あ
る
。②

然
る
に
隋

の
法
經
等
の
集
録
せ
る
衆
經
目
録

に
よ
る
と

無
量
清
淨
午
等
覺
經
二
卷

魏
世
白

延
譯
、

阿
彌
陀
經
二
卷

呉
黄
武
年

支
謙
譯

無
量
壽
經
二
卷

晋
元
嘉
年

竺

法
護
譯

二
三



新
無
量
壽
經
二
卷

宋
永
初
年
、
佛
陀
跋
陀
羅
譯

新
無
量

壽
經
二
卷

宋
世
曇
摩
密
多
於
祗
桓
寺
譯

新
無
量

壽
經
二
卷

宋
世
寶
雲
於
六
合
山
譯

右
六
經

同
本
異
譯

と
記
し
て
ゐ
る
、
僣
砧

(
扣
四
四
五
-
五

一
八
)
が

出
三
藏
記
集
を

編
輯
し
て
よ
り
法
經
等
が
衆
經
目
録
を
作
製

(
艙
五
九
四
)
す

る
ま

で
約
壹
百

年
程
の
間

に
無
量
壽
經
譯
出
者
に
つ
い
て
大
な
る
異
な
り

を
來
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
、
帥
ち
、
法
經
録
は
出
三
藏
記
集
の
録
し

て
居
ら
ぬ
白
延
譯
の
無
量
清
淨
卒
等
覺
經
の
存
在
を
み
と
め
、
更
に

佛
陀
跋
陀
羅
譯
の
あ

つ
た
こ
と
を
記
し
て
ゐ
る
。

こ
の
法
經
録
は
何

に
よ
り
て
六
本

の
異
譯
を
認
め
た
か
と
云
ふ
こ
と
は
詳
か
に
す
る
こ

と
が
出
來

な
い
が
、
出
三
藏
記
集
に
録
せ
ざ
る
魏
白
延
譯
の
平
等
覺

經
の
存
在
を
認
め
、
宋
代
に
佛
陀
跋
陀
羅
、
曇
摩
密
多
、
寶
雲
の
三

譯
を
録
し

て
ゐ
る
こ
と
は
、

こ
の
魏
晋
南
北
朝
時
代
に
譯
さ
れ
た
無

量
壽
經
に

つ
い
て
も
檜
砧
が
出
三
藏
記
集
の
新
集
續
撰
失
譯
雜
經
録

第

一
の
序

に
、

「
抑

々
亦
奏
涼
に
は
梵
の
成
文
を
宣
ぶ

る

に
屆

止

め
、
或
は
晋
宋
に
近
く
出
し
も
の
も
、
忽
せ
に
し
て
、
未
だ
詳
か
な

ら
ず
、
譯

人
の
闕
く
る
は
歿
ん
ど
斯
に
由
れ
る
か
」
と

云

へ
る

如

二
四

く
、
こ
の
當
時
よ
り
既
に
本
經
の
譯
者
に
つ
い
て
不
明
の
點
が
少
な

か
ら
ず
あ
つ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
、
更
に
年
次
が
降
り
開
元
録
に

な
る
と
無
量
壽
經
に
安
世
高
譯
以
下
十

一
回

の
譯
經
の
あ

つ
た
こ
と

を
記
し
て
ゐ
る
、
古
柬
の
傳
承
に
於
て
無
量
壽
經
に
前
後
十
二
回
の

譯
あ
り
、
そ
の
中
五
本
は
存
し
、
七
本
は
缺
く
と
云
ふ
読
は
、
こ
の

開
元
録

の
+

一
譯
出
読
に
宋
法
天
譯
の
大
乘
無
量
壽
莊
嚴
經
の

一
譯

を
加

へ
て
云
ふ
読
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
ま
x
史
實
を
傳

へ
た
も

の
と
云
ふ
こ
と
は
出
來
な
い
。

現
今
魏
晋
時
代
の
譯
出
經
典
と
し
て
考

へ
ら
る
る
も
の
に
、
無
量

清
淨
甼
等
覺
經
三
卷

(支
婁
迦
讖
譯
)
と
阿
彌
陀
三
耶
三
佛
薩
樓
佛

檀
過
度
入
度
經
二
卷

(支
謙
譯
)
と
無
量
壽

經
二
卷

(康
僭
鎧
譯
)

の
三
本
が
あ
る
、
こ
れ
ら
三
本
の
譯
出
者
に

つ
い
て
古
來
よ
り
異
読

紛

々
と
ル
て
定
ま
る
所
を
知
ら
ず
と
云

つ
た
歌
態
で
、
無
量
壽
經
飜

譯
研
究
史
が
成
立
す
る
程
に
、
往
昔
よ
り
諸
學
者
の
手
に
よ
り
研
究

さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
、
然
し
大
體
に
於
て
魏
晋
譯
出
の
三
本
は
次

の
如
く
考

へ
ら
れ
て
ゐ
る
樣
で
あ
る
。

一
、
無
量
清
淨
平
等
覺
經

後
漢
月
支
三
藏
支
婁
迦
讖
譯
と
記
さ

れ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
梁
高
僭
傳
、
法
經
録
、
靜
泰
録
、
無
量
壽



經
蓮
義
述
丈
賛
等

の
読
に
よ
り
魏
の
白
延
の
譯
出
し
た
も
の
と
さ

れ
て
ゐ
る
、
然
し
こ
れ
も
出
三
藏
記
集
に
記
す
る
所
な
く
、
白
延

の
譯
經
と
云
は
る
る
須
頼
經
は
白
延
譯
を
證
す
る
唯

一
の
も
の
で

あ
る
が
、

こ
の
經
は
短
篇

の
も
の
な
る
故
に
譯
語
を
比
較
し
て
調

べ
る
に
充
分
な
資
料
を
提
供
せ
ぬ
、
叉
譯
者
白
延
も
傳
歴
の
上
に

於
て
明
確
な
ら
ざ
る
點
多
々
あ
る
に
よ
り
、
適
確
に
亭
等
覺
經
を

③

以
て
白

延
譯
と
決
定
す
る
こ
と
は
出
來
難
い
の
で
あ
る
、

二
、
阿
彌
陀
三
耶
三
佛
薩
樓
佛
壇
過
度
人
度
經

尾
題
に
阿
彌
陀

經
と
あ
る
故
に
、
羅
什
譯
の
阿
彌
陀
經
と
の
混
同
を
さ
け
る
た
め

に
普
通

大
阿
彌
陀
經
と
稱
せ
ら
る
、
こ
れ
は
呉
月
支
國
居
士
支
謙

譯
と
記
す
、

こ
れ
は
出
三
藏
記
集
を
初
め
諸
經
録

に
等
し
く
記
す

る
所
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
譯
者
に
つ
い
て
あ
ま
り
疑
問
は
な
い
樣

で
あ
る
。
境
野
黄
洋
氏
は
支
那
佛
教
史
講
詰
に
於
て
、
こ
れ
の
譯

者
は
支
謙
に
あ
ら
ず
し
て
支
婁
迦
讖
の
譯
出
な
り
と
云
ふ
。

三
、
無
量
壽
經

曹
魏
天
竺
三
藏
康
僭
鎧
譯
と
記
さ

れ

て

ゐ

る

が
、
こ
れ

の
譯
者
に
つ
い
て
、
本
經
が
淨
土
教
各
宗
派
の
正
依

の

經
典
た
る
を
以
て
各
方
面
よ
り
研
究
せ
ら
れ
、
そ
の
中
に
は
譯
者

康
僣
鎧

の
存
在
す
ら
否
定
す
る
入
あ
り
、
大
體

に
於

て

出

三

藏

魏
晋
時
代
に
譯
さ
れ
た
る
無
量
壽
經
に
つ
い
て

記
、
法
經
録
等

の
読
に
よ
り
佛
陀
跋
陀
羅

(
覺
賢
)
と
釋
寶
雲

の

共
譯
と
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
最
近
覺
賢
寶
雲
共
譯

(宋
永

初

二
年
、

甜
四
二

一
)

以
前
の
寫
經
で
あ
る
大
魏
神
瑞
二
年

(
鱒

四

一
五
)
の
奬
書

の
あ
る
無
量
壽
經
の
殘

缺
本
が
發
見
さ
れ
て
よ

り
、
今
ま
で
の
定
読
が
く
つ
が

へ
さ
れ
て
、
本
經
は
竺
法
護
の
譯

④

出
と
さ
れ
る
に
至

つ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
裏
付
け
る
資
料
と
し

て
天
台
大
師
觀
無
量
壽
經
疏
、
無
量
壽
經
連
義
述
文
墳
、
出
三
藏

記
、
法
經
録
踊
彦
棕
録
等

の
読
で
あ
る
。

康
僭
鎧
諡
を
主
張
す
る

の
は
、
比
較
的
信
用
の
亠薄
い
費
長
房
の
歴

代
三
寶
記
の
読
で
あ
る

が
、

こ
れ
は
還
り
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

大
体
以
上
の
如
く
平
等
覺
經
は
魏
白
延
譯
、
大
阿
彌
陥
經
は
呉
支

謙
譯
、
無
量
壽
經
は
晋
竺
法
護
譯
と
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
然

し
、
こ
の
読

に
反
樹
す
る
學
者
も
存
す
る
が
、
し
か
し
特
別
な
る
新

資
料
の
發
見
さ
れ
な
い
限
り
、

こ
の
読
を
全
面
的
に
否
定
す
る
こ
と

は
困
難
な
こ
と
と
考

へ
ら
る
。

さ
れ
ば

こ
の
三
種
異
譯
本

の
中
に
於
て
譯
經
年
次
よ
り
云

へ
ば
支

謙
譯
の
大
阿
彌
陥
經
が
最
も
古
く
、
次

に
甼
等
覺
經
で
あ
り
、
無
量

壽
經
は
そ

の
次
に
位
す
る
の
で
あ
る
。

二
五



而
て
こ
れ
ら
三
本
を
比
較
し
て
み
る
に
ヂ
等
覺
經
と
大
阿
彌
陀
經

は
類
似
し
、
明
す
所

の
本
願
も
共
に
廿
四
願
で
あ
る
に
樹
し
無
量
壽

經
は
泗
十
八
願
を
明
し
、
大
阿
彌
陀
經
甼
等
覺
經
が
彌
陥
入
滅
觀
音

補
處

の
読
を
明
し
て
ゐ
る
に
劉
し
、
無
量
壽
經
に
は
こ
の
読
な
く
、

叉
無
量
壽
經
の
序
分
に
普
賢
の
徳
相
を
読

い
て
ゐ
る
に
羇
し
、
こ
の

大
阿
彌
陀
經
亭
等
覺
經
は
こ
れ
を
読

い
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
、
そ
の

他

の
點
に
於
て
午
等
覺
經
と
大
阿
彌
施
經
と
は
類
似
點
が
多
く
見
出

さ
れ
る
に
劉
し
て
、
無
量
壽
經
に
は
こ
れ
ら
二
經
之
異
な
る
點
が
多

く
存
す
る
、
然
し
乍
ら
こ
の
三
異
譯
經
典
に
の
み
共
通

し

て

存

在

し
、
他
の
異
譯
た
る
流
支
譯
の
無
量
壽
如
來
會
、
法
天
譯
の
無
量
壽

荘
嚴
經
、,
蔵
文
無
量
壽
經
及
び
梵
本
に
存
せ
ず
し
て
、
こ
れ
ら
と
異

な
る
點

は
卷
下
に
明
す

「
擧
苦
令
厭
」
の

一
段
で
あ

つ
て
、
五
悪
段

を
中
心
と
し
て
、
そ
の
前

の

「
擧
煩
惱
過
」
の
章
と
後
の

「勸
人
修

L
Ĵ

捨
」
の

一
段
と
で
あ
る
、

こ
の
三
段
の
あ
る
こ
と
が
魏
晋
時
代
に
譯

さ
れ
た
る
無
量
壽
經
の
特
色
で
あ
る
。

註

①

大
正
大
藏
經
第
五
+
五
卷
、

一
四
頁
參
照

②

大
正
大
藏
經
第
五
+
五
卷
、
一
一
九
頁
參
照

③

泉
芳
憬
氏
著
、梵
丈
無
量
壽
經
の
研
究
。
望
月
信
享
氏
著
、佛
歡
經

二
六

典
成
立
史
論
。
境
野
黄
洋
氏
著
支
那
佛
教
史
講
話
、
佛
書
解
説
大

辭
典
等
參
照

④

日
本
佛
教
學
協
會
年
報
、
昭
和
二
+
四
年
度
、
野
上
俊
靜
氏
著
、

無
量
壽
経
漢
譯
巧
參
照

⑤

「擧
苦
令
厭
」
「
舉
煩
惱
過
」
「
勸
入
修
捨
」
の
用
語
は
義
譽
觀
徹

の
鉦
一量
畧轟
經
合
讃
の
科
文
に
よ
る
o

三

上
述
の
如
く
大
阿
彌
陀
經
と
罕
等
覺
經
と
無
量
壽
經
の
三
本
に
あ

る
、

「
舉
煩
惱
過
章
」
「
五
悪
段
章
」
「
勸
人
修
捨
章
」
の
三
を
比
較

O

し
て
み
る
に
、
既
に
泉
芳
環

氏
が

梵
文
無

量
壽
經
の
研
究
L
に
於

て
指
摘
せ
ら
れ
た
如
く
、
無
量
壽
經
の
そ
れ
は
平
等
覺
經
、
大
阿
彌

陀
經

の
文
を
整
文
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ

の
中
、
殊
に
無
量
壽
經

は
平
等
覺
經
の
文
を
依
用
し
た
や
う
で
あ
る
。
甼
等
覺
經
と
無
量
壽

經
と
の
譯
語
を
比
較
す
る
に
類
似
點
が
多
く
見
出
さ
れ
る
。
.
無
量
壽

經
に
明
す
法
藏
菩
薩

の
師
佛
は
世
自
在
王
佛

ま
た
は
世
饒
王
佛
と
も

云
は
れ
て
ゐ
て
譯
語
に
統

一
を
訣
く
が
、

こ
の
世
饒
王
佛
な
る
名
稱

は
平
等
覺
經
に
用

ひ
る
名
稱
で
あ
り
、
大
阿
彌
陀
經
に
て
は
樓
夷
亘

羅
佛

と
て
梵
語

の
音
譯
名
を
用
ひ
て
ゐ
る
。

そ
の
他
無
量
壽
經
の
譯



語
に
て

「
帥
從
坐
起
」

「
棄
國
捐
王
絶
去
財
色
」

「
積
功
累
徳
無
央

數
劫
」

「
爲
交
絡
覆
蓋
其
上
」

「
自
然
盧
無
之
身
」

「
貧
窮
乞
人
在

帝

王
邊
」

「
但
炊
唐
得

」

「
受
其
殃
罸

一

「
得
生
王
家
自
然
奪
貴
」

等
と
記
す
る
は
全
て
平
等
覺
經
の
譯
語
で
あ
る
、
そ
れ

の
み
な
ら
ず

歎
佛
偈

(光
顏
魏

々
の
文
)
を
見
る
に
大
阿
彌
陀
經
に
は
こ
の
偈
は

略
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
平
等
覺
經
に
は
存
し
、
兩
者
を
比
較
す
る
に
、

卆
等
覺
經
は
五
字

一
句
で
あ
る
に
劉
し
、
無
量
壽

經

は

四

字

一
句

で
、
形
式

の
上
に
於
て
異
な
り
は
存
す
る
が
譯
語
用
語
が
ほ
と
ん
ど

同

一
で
あ
る
。
兩
者
を
比
較
す
れ
ば
次

の
如
し
、

罕
等
覺
經

無
量
出
光
曜

如
是
之
焔
明

(中
畧
)

如
是
精
進
力

令
我
爲
世
雄

其
衆
殊
妙
好

國
如
泥
疸
界

我
等
常
愍
哀

威
瀰
無
有
極

無
能
與
等
者ー

威
神
難
可
量

國
土
最
第

一

道
場
踰
諸
刹

而
無
有
等
雙

度
脆

一
切
人

無
量
壽
經

光
顏
魏
々

威
神
無
極

如
是
焔
明

無
與
等
者

(中
畧
)

如
是
精
進

令
我
作
佛

其
衆
奇
妙

國
如
泥
疸

我
當
哀
愍

魏
晋
時
代
に
譯
さ
れ
た
る
無
量
壽
經
に
つ
い
て

威
神
難
量

國
土
第

一

道
場
超
絶

而
無
等
雙

度
脱

一
切

+
方
往
生
者

巳
來
到
彼
國

幸
佛
見
信
明

發
願
在
於
彼

+
方
諸
世
奪

常
念
此
奪
雄

令
我
身
止
佳

我
行
精
進
力

其
心
悗
清
淨

快
樂
喜
安
隱

是
我
等

一
證

講
進
ガ
翦

皆
有
無
碍
忽

知
我
心
所
行

於
諸
苦
毒
中

忽
之
終
不
悔

+
方
來
生

巳
到
我
國

幸
佛
信
明

發
願
於
彼

+
方
世
奪

常
令
此
霹

假
令
身
止

我
行
精
進

心
悦
清
淨

快
樂
安
隱

是
我
眞
證

力
精
所
欲

智
慧
無
礙

知
我
心
行

諸
苦
毒
中

忍
絡
不
悔

上
段
の
罕
等
覺
經
の
偈
文
の
中
、
横
に
縱
線
を
引
い
た
る
所

の
み

を
取
り
出
せ
ば
下
段

の
無
量
壽
經
の
偈
と
ほ
と
ん
ど
同
様
に
な
る
。

更

に

「
東
方
偈
」
に
つ
い
て
見
る
に
、

こ
れ
と
同
じ

こ

と

が

解

る
。

甼
等
覺
經

其
奉
事
億
万
佛

網
變
化
遍
調
國

恭
敬
己
歡
喜
去

便
還
於
須
摩
提

非
有
是
功
徳
人

不
得
聞
是
經
名

唯
有
清
淨
戒
者

乃
逮
聞
此
正
法

曾
更
見
世
隼
雄

則
得
信
於
是
事

無
量
壽
經

奉
事
億
如
來

飛
化
循
諸
刹

恭
敬
歡
喜
去

還
到
安
養
國

若
人
無
善
本

不
得
聞
此
經

清
淨
有
戒
者

乃
獲
聞
正
法

曾
更
見
世
霹

則
能
信
此
事

二
七



謙
恭
敬
聞
奉
行

便
踊
躍
大
歡
喜

惡
驕
慢
弊
懈
怠

難
以
信
於
此
法

宿
世
時
見
佛
者

樂
聽
聞
世
奪
教

譬
從
生
盲
冥
者

欲
得
行
開
導
人

-

中
畧
-

有
信
慧
不
可
致

若
聞
見
精
進
求

聞
是
法
而
不
忘

便
見
敬
得
大
慶

則
我
之
善
親
厚

以
是
故
發
道
意

調
令
滿
世
界
火

過
此
中
得
聞
法

會
當
作
世
奪
將

度

一
切
生
老
死

謙
敬
聞
奉
行

踊
躍
大
歡
喜

僑
慢
弊
懈
怠

難
以
信
此
法

宿
世
見
諸
佛

樂
聴
如
是
教

聲
聞
或
菩
薩

莫
能
究
聖
心

-

中
畧
-

人
有
信
慧
難

若
聞
精
進
求

聞
法
能
不
忘

見
敬
得
大
慶

則
我
善
親
友

是
故
當
發
意

設
滿
世
界
火

必
過
要
聞
法

會
當
成
佛
道

廣
濟
生
死
流

こ
の
横

に
棒
線
で
し
る
し
た
處
が
、
下
段
の
文
と
同

じ

所

で

あ

る
9
然
し

こ
の
光
顏
魏

々
の
文
並
に
東
方
偈
は
偈
文
全
体
が
類
同
す

る

の
で
な
く
、
類
似
せ
ざ
る
所
も
あ
り
、
今
は
煩
を
い
と
は
ず
類
同

せ
る
文
を
劉
照
し
て
出
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
例
を
見
て
も
無
量
壽

經
は
李
等
覺
經
を
參
照
し
て
飜
譯
し
、
梵
語
の
意
味
の
同
じ
所
は
甼

等
覺
經
の
丈
句
を
そ
の
ま
x
流
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
は
れ
る
。

こ
の
例

は
竺
法
護
譯
の
普
曜
經
に
て
も
見
ら
る
る
こ
と
で
、
呉
の

支
議
譯
の
瑞
應
本
起
經
と
こ
の
普
曜
經
と
を
比
較
し
て
み
る
に
漢
譯

二
八

二
經

の
中
に
於
て
、

一
字

一
句

の
相
違
も
な

く
、
全
く
同
文
な
る
箇

所
が
多
く
見
出
さ
れ
る
、

こ
れ
凡
ら
く
竺
法
護
が
普
曜
經
を
譯
す
に

あ
た
り
、
前
代
の
譯
出
經
典
を
參
酌
し
て
、

意
義
の
同
じ
所
は
前
代

の
譯
文
を
そ
の
ま

丶
使
用
し
た
も
の
で
あ

つ
て
、

こ
れ
竺
法
護
譯
經

②

の

一
特
色
と
考

へ
ら
れ
る
。

從

つ
て
か
Σ
る
點
を
考

へ
て
無
量
壽
經

の

「
擧
煩
惱
過
章
」
以
下

の
五
惡
段

の
文
の
大
阿
彌
陥
經
甼
等
覺
經

の
そ
れ
に
類
同
せ
る
は
凡

ら
く
こ
れ
ら
二
經
の
中
平
等
覺
經
の
文
を
整

理
整
丈
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
と
思
ふ
。

註

①

泉
芳

環
氏
薯
冖、
秋
ハ
丈

偲
瓮
塁
壽
經

の
研
究
b

一
一
七
頁
參
照

②

國

譯

一
切
經

本
縁
部
九
、
方
廣

大
莊
嚴
経

の
解
題

(常

盤
大
定
識
)

六
頁
參

照

四

然
る
に
罕
等
覺
經
と
大
阿
彌
陥
經
と
の
五
惡
段
を
見
る
に
既
に
荻

0

原
雲
來
博
士
、
望
丹
信
享
博
士
等
が
論
ぜ
ら
れ
た
如
く
、
こ
の
五
惡

段
を
中
心
と
す
る

一
段
は
支
那
に
て
附
迦
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
望

月
博
士
は
佛
教
經
典
成
立
史
論
に
於
て
、
四

天
王
經
、
三
品
弟
子
經



と
平
等

覺
經
大
阿
彌
陥
經
無
量
壽
經

の
五
惡
段
の
読
を
比
較
し
て
詳

細

に
論
述
さ
れ
、
コ
ニ
品
弟
子
經
は
三
寶
記
に
呉
支
謙
譯
と
傳

へ
て
ゐ

る
か
ら
、
或
は
支
謙
が
彼

の
五
惡
段
の
文
を
作

つ
た
の
か
も
し
れ
ぬ
、

そ
れ

に
し
て
も
時
代
が
聊
か
早
や
す
ぎ
る
觀
が
あ
る
。
出
三
藏
記
集

に
は

三
品
弟
子
經
は
失
譯
に
し
て
ゐ
る
か
ら
、
今
の
五
惡
段
も
東
晋

の
頃
、
或
る
好
事
家
が
製
作
し
て
、

こ
れ
を
前
二
經
に
追
補
し
た
の

で
は
な

い
か
と
お
も
は
れ
る
」
と
云
つ
て
ゐ
ら
れ
る
。
誠

に
博
士
の

言
の
如
べ
大
阿
彌
陥
經
、
卒
等
覺
經
に
於
て
附
迦
さ
れ
、
無
量
壽
經

は
こ
の
中
甼
等
覺
經
に
よ
り
て
、
そ
の
文
を
添
附
し
た
と
考

へ
ら
れ

る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
大
阿
彌
陥
經
、
平
等
覺
經
は
何

れ

が

先

き

で
、
誰

人
に
よ
り
て
添
加
さ
れ
た
か
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
出
来

ぬ
。而

て
五
惡
段
を
申
.心
と
す
る

一
段
の
思
想
は
祉
會
道
徳
に
異
背
す

る
五
悪

五
痛
を
明
し
、
こ
れ
に
羇
し
て
佛

の
五
善
を
す

乂
め
て
、
そ

の
利
釜

を
読

い
た
も
の
で
あ
る
が
読
相
の
次
第
に
於
て
、
前
節
に
於

て
淨

土
に
往
生
し
た
る
聲
聞
菩
薩

の
所
有
す
る
功
徳

の
無
量
な
る
こ

と
を

明
し
、
次
い
で
經
は
樹
告
衆
を
替

へ
て
彌
勒
菩
薩
を
謝
告
衆
と

し
て
、

「
往
生
阿
彌
陥
佛
國
、
横
截
於
五
惡
道
、
自
然
閉
塞
升
道
之

魏
晋
時
代
に
譯
さ
れ
た
る
無
量
壽
經
に
つ
い
て

無
極
、
易
往
無
有
人
、
其
國
土
不
逆
異
、

自
然
之
隨
牽
、
何
不
棄
世

ci

0

0

O

q

0

0

　　
　

事
、
行
求
道
徳
、
可
徳
極
長
生
、
壽
無
有
極
云
々
L

と
云
ふ
、
記
す

と
こ
ろ
璽
,極
長
生
壽
無
有
極
」
と
は
こ
の
文
に
て
は
極
樂
淨
土
の
無

量
壽
の
こ
と
を
読
く
と
見
ら
れ
る
が
、
か

Σ
る
表
現
を
以
て
無
量
壽

を
示
す
所
に
支
那
的
な
考

へ
が
見
ら
れ
る
、
叉
令
持
五
善
得
共
幅
徳

　

む

度
世
長
壽
泥
桓
之
道
」
と
云
ひ
長
壽
な
る
言
葉
は
こ
の
五
惡
段
に
し

ば
し
ば
出
て
來
る
語
で
あ
る
が
、

こ
の
長

壽
な
る
徳
目
は
「
富
貴
」
と

云
ふ
徳
目
と
共
に
支
那
人
の
生
活
理
想

で
あ
つ
て
、
特
に
長
壽
は
重

要
靦
さ
れ
る
の
で
あ
る
、
叉
長
壽
、
多
子
、
富
貴
、

無

病
、

官

吏

(叉
は
壽
、
富
、
康
寧
、
収
好
位
、
考
終
命
)
を
以
て
五
福

と
云
ひ
、

幸
輻

の
徳
目
と
し
、
短
折
、
病
、
憂
、
貧
、
惡
、
弱
の
六
を
六
極
と

し
て
こ
れ
を
忌
み
嫌
い
、

こ
の
五
幅
を
得

る
方
法
と
し
て
種

々
の
方

術
を
奪
ん
だ
の
で
あ
る
、
叉
支
那
瓧
會

は
何
れ
の
原
始
宗
教
で
も
同

じ
で
あ
る
が
天
地
自
然
現
象
に
封
し
て
、
神
靈
の
存
在
を
み
と
め
、

鬼
神
畏
懼

の
考

へ
よ
り
日
月
星
辰
山
川

風
雨
等
を
全
て
神
明
と
し
て

祀
り
畏
れ
た
の
で
あ
る
、
抱
朴
子
内
篇
卷

六
徴
旨
に

「
天
地
に
,過
掘

司
ど
を
瀦
お
,朔
.-、刃

,q
犯
ず
,所
d
,輻
重
,に
隨
,到
で
,以
で
其
の
,卸
叡
,奮

ぶ
漸
、
算
減
ず
れ
ば
貧
耗
疾
病
あ
り
て
屡

々
憂
患
に
逢
ふ
、
算
羅
く
れ

二
九



ば
死
す
、
而
て
算
を
奪
ふ
べ
き
者
數
百
事
あ
り
、
具
さ
に
論
す
べ
か

ら
ず

云
々
L
と

云
ひ
、
「
叉
身
中
に
三
尸
あ
り
、
三
尸
の
物
た
る
皆
な

鬼
神

の
屬
に
し
て
形
な
き
も
實
に
魂
靈
あ
り

庚
申
の
日
に

到
る

こ
と
に
、
,輒
ぢ
,天
ぬ
、上
,吻
で
嘱
.,壽
命
な
,司
ど
,尉
,q
猟
に
,人
.α
遯

失
を
告

白
,ず
、
叉
た
月
晦
の
夜
に
は
竈
神
も
亦
天
に
上
り
て
人
の
罪

歌
を
白
す
弐
云
」
と
云
つ
て
、

人
の
罪
過
を
録
す
る
神
の
あ
る
こ
と

を
記
し
て
ゐ
る
。

こ
れ
は
五
惡
段
に
於
て
人
間

の
道
徳
の
規
準
を
神

明
に
も
と
め
、

「
神
明
記
識
犯
之
不
貰
」

「魂
神
精
識
自
然
之
趣
、

天
地
之
間
自
然
有
是
」
と
云
ひ
、
神
明
が
道
徳
を
犯
す
を
許
す
こ
と

な
く
記
録
七
て
罸
す
る
こ
と
を
明
す
如
き
は
抱
朴
子
に
明
す
神

の
考

へ
に
相
ひ
通
ず
る
も
の
で
あ
る
、
か
く
の
如
く
道
教
的
な
考

へ
が
、

こ
れ

に
入

つ
て
ゐ
る
に
封
し
て

「
皆
敬
受
推
譲
義
、
謙
游
前
後
、
以

禮
敬
事
、
如
父
如
母
、
如
兄
如
弟
、
英
不
仁
賢
和
順
禮
節
」
と
云

つ

ヘ

ヘ

へ

て
、

人
倫

の
道
を
読
き
、
禮
仁
賢
等
を
読
く
如
き
全
く
儒
教
的
で
あ

る
、
然
し
乍
ら
五
惡
段
に
は
明
確
に
五
倫
五
常

の
徳
目
は
見
出
す
こ

と
は
出
來
ぬ
が
勸
入
修
捨

の
段
に
於
て
經
戒
奉
持
を
明
し
て
、

「
帥
ち
君
改
化
し
て
、
善
を
な
し
」
齊
戒
精
思
し
て

淨

自

揃

洗

し
、
端
心
正
行
し
て
位
に
居
し
て
、
嚴
慓
に
教
勅
し
、
衆
を
率
い

三
〇

て
善
を
な
し
、
道
徳
を
奉
行
し
言
令
を
し
て
正
な

ら
し
む
、
臣
そ

の
君
に
孝
に
し
て
忠
直
に
受
令
し
て
、
敢
て
違
負
せ
ず
、
父
子
言

令
孝
順
に
承
受
し
、
兄
弟
夫
婦
宗
親

朋
友
上
下
相
令
し
て
言
に
順

ひ
理
に
和
し
、
曾
卑
大
小
轉

辷
あ
ひ
敬
事
す
る
に
禮
を
以
て
し
義

に
如

ひ
、
相
ひ
違
負
せ
ず
、

自
然
に
善
を
な
し
、
所
願

輙
ち
得
、
咸
く
善
く
自
然

の
道
を
降
化
し
て
不
死
を
欲
す
る
こ
と

を
求
め
ば
印
ち
長
壽
を
得
べ
く
、
度
世
を
欲
す
る
こ
と
を
求
め
ば

④

.印
ち
泥
疸
の
道
を
得

べ
し
L

と
云
ふ
如
き
、
孝
忠
敬
禮
義
等

の
徳
目
を
明
し
て
ゐ
る
。
然
し
こ
の

文
に
よ
り
て
も
知
る
如
く
、
經
戒
を
奉
持
す
る
功
徳
と
し
て
長
壽
を

先
き
に
あ
げ
、
泥
潭
の
道
を
後
に
明
す
如
き
は
、
当
時
の
支
那
民
間

信
仰
に
同
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う

と
思
は
れ
る
。

註

①

燕
原
雲
來
氏

「
無
量
壽
經

の
研
究
」

望
月
信

享
氏
著

「
淨
土

教

の

起
原
及
其

の
發
逹
」
津

田
左
右

吉
氏

「
シ
ナ
に
無

量
壽
佛

と
云
う

名

の
用

い
ら

れ
た

こ
と
に

つ
い
て
」

等

の
論

著
參

照

②

大

阿
彌
陀
經

下
卷

(淨
全

一
卷

一
二
八
頁

)

③

抱
朴
子
内
篇

二

(
道
教
聖
典
、
世
界

聖
典
全
集
所
收
)

一
四
八
頁

④

こ

の
文

は
大

阿
彌

陀
經

の
文

な
る
が
無
量
壽
經

に
は
略

さ
れ

て
い

る



五

さ
れ
ば
こ
の
五
惡
段
並
に
こ
れ
に
關
す
る
前
後

の
章
段
は
誰
人
に

よ
り

て
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
は
適
確
に
示
す
こ
と
は

出

來

な

い

が
、
。無
量
壽
經
は
卒
等
覺
經
の
文
を
整
文
し
て
成

つ
た
も

の
と
考

へ

ら
れ
る
か
ら
、
甼
等
覺
經
及
び
大
阿
彌
陥
經
の
何
れ
か

へ
こ
れ
が
添

加
さ

れ
、
他
が
こ
れ
に
な
ら
つ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
o
從
つ
て
先

づ

こ
れ
ら
兩
經

の
譯
者
に
つ
い
て
考

へ
て
見
る
に
夲
等
覺
經
を
譯
出

し
た
白
延
は
曹
魏
甘
露
二
年

(
扣
二
五
八
)

頃
の
人
で
あ
る
か
ら
、

竺
扶
護
よ
り
約
五
十
年
程
前

の
人
で
あ
る
、
亀
茲
の
生
身
者
で
そ
の

活
躍
し
た
所
は
北
方
支
那
で
あ
る
が
、
傳
歴
明
確
で
な
い
か
ら
'
そ

0

の
業
績
思
想
も
充
分
に
知
る
こ
と
が
出
來
な
い
の
で
あ
る
。
大
阿
彌

②

陀
經

の
譯
者
支
謙
は
傳
に
よ
る
と
月
支
人
を
祀
先

に
も

つ
た
支
那
人

で
、
支
婁
迦
讖

の
弟
子
支
亮
に
受
法
し
、
漢
末
獻
帝
の
時
、
難
を
さ

け
て
呉
地
に
走
り
、
呉
主
孫
權

の
寵
を
受
け
、
華
戎
語
を
善
く
す
る

を
以

て
、
衆
本
を
収
め
て
漢
語
に
譯
し
た
居
士
で
あ
る
、
そ
の
活
躍

し
た
所
は
主
と
し
て
呉
の
建
康
で
あ
り
、
晩
年
竺
法
蘭
道
人
に
從
つ

て
更

に
五
戒
を
練
る
と
云
ふ
、高
僣
傳
に
は
「
呉
地
初
染
二大
法
こ

と

魏
晋
時
代
に
譯
さ
れ
た
る
無
量
壽
經
に
つ
い
て

記
す
如
く
、
支
謙
に
よ
り
て
初
め
て
江
南
に
佛
教
が
傳
は
つ
た
の
で

あ
る
、
然
し
な
が
ら
支
謙
は
居
士
で
あ

り
、
支
那
人
で
あ

つ
て
、
外

來

の
飜
經
沙
門
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
呉
地
に
初
め
て
淨
圖
寺
を
建

て
た
の
は
支
謙
よ
り
少
し
遲
れ
て
出
た
る
康
僣
會
で
あ
る
、
高
僭
傳

に
は
呉
地
に
沙
門
を
見
た
る
初
め
と
11.f
ふ
O

こ
の
兩
人
に
よ
り
て
佛

教
が
江
南

に
傳
幡
し
た
の
で
あ
る
が
、
葛
拱

の
神
仙
傳
に
よ
る
と
道

士
葛
玄
は
呉

の
大
帝
に
相
見
え
た
と
云

つ
て
ゐ
る
か
ら
、
葛
玄
も
大

体
支
謙
と
同
時
代
の
人
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
凡
ら
く
彼
も
こ

の
地
に
於
て
道
教
信
仰
弘
通
の
た
め
努
力
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の

時
代
は
相
ひ
前
後
し
て
五
.年
米
道
、
大
平
道

の
成
立
し
た
時
で
、
道

術
信
仰

の
極
め
て
最
な
時
で
あ
る
。
叉
支
謙
の
譯
出
經
典
の
譯
語
を

見
る
に
道
教
的
儒
教
的
用
語
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
瑞
應
本
起

經
を
見
る
と
、

「
或
は
聖
帝
と
な
り
、
或
は
儒
林
の
宗
と
な
り
國
師

道

士

と
な

り
、
所
在
に
變
化
し
て
穩
記
す
べ
か
ら
ず
」

と
云
ひ
、
叉
佛
詮
菩
薩
本
業
經
に
、

「或
は
佛
を
名
け
て
大
聖
人
と
爲
す
あ
り
.
或
は
神
人
と
號
し
、

或
は
勇
智
と
稱
し
、
世
奪
と
稱
し
、
或
は
能
儒
と
謂

ひ
、
或
は
昇

ゴ
ニ



仙
と
謂

ひ
或
は
天
師
と
呼
ぶ
云
々
」

と
云

ふ
如
く
、
儒
林
の
宗
、
國
師
道
士
、
能
儒
、
昇
仙
と
云
ふ
如
き

こ
れ
で
あ
る
。
叉
支
謙
は
晩
年
穹
隘
山
に
隱
れ
世
務
に
交
ら
ず
竺
法

蘭
道
人

に
從
ひ
更
に
五
戒
を
練
る
と
去
ふ
。

こ
の
竺
法
蘭
道
人
と
は

如
何
な
る
人
か
不
明
で
あ
る
が
、
竺

の
姓
を
冠
す
る
所
よ
り
西
域
の

入
な
ら

ん
か
と
思
は
れ
る
。
然
し
こ
の
人
を
沙
門
と
云
は
ず
し
て
道

人
と
云

ふ
は
或
は
道
教
的
な
神
異

の
優
れ
た
人
で
は
な
い
か
と
思
は

れ
る
。

こ
の
人
に
つ
い
て
五
戒
を
練
る
と
云
ふ
は
、
五
惡
段
の
五
善

五
戒

の
思
想
を
連
想
せ
し
め
る
も
の
が
あ
る
。

更

に
出
三
藏
記
集
の
康
僣
會

の
傳
に
よ
る
に
呉
主
孫
皓

(孫
權

の

③

孫
)

と
の
問
答
に
左
の
記
事
を
示
す
、

皓
問

ひ
て
曰
く
、
佛
教
の
明
す
所
の
善
惡

の
報
應
と
は
何
者
か
是

な
る
や
と
、
會
封

へ
て
曰
く
、
夫
れ
明
王
、
孝
慈
を
以
て
世
を
訓

ふ
れ
ば
、
則
ち
赤
鳥
翔
り
て
老
人
見
は
れ
、
仁
徳
を
も
て
物
を
育

く

め
ば
、
則
醴
泉
涌
き
嘉
禾
出
づ
、
善
臨
に
瑞
有
り
、
惡
も
亦
之

の
如

し
、
故
に
惡
を
隱
に
爲

せ
ば
鬼
得
て
之
を
誅
し
、
悪
を
顯
に

爲

せ
ば
人
得
て
之
を
誅
す
。
易
に
は
積
惡

の
餘
殃
を
稱
し
、
詩

に

は
求

幅
不
回
を
詠
ぜ
り
、
儒
典
の
格
言
な
り
と
雖
も
、

こ
れ
即
ち

三
二

佛
教
の
明
訓
な
り
」

と
云
ふ
、
こ
の
問
答
に
よ

つ
て
知
る
如
く
康
僭
會
は
江
南
呉
地
に
初

め
て
佛
教
を
傳

へ
た
沙
門
で
あ
る
か
ら
、

儒
教
道
教

の
思
想

と
常
に

何
等
か
の
關
蓮
を
持

つ
て
佛
の
教
法
を
読

か
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
の

で
あ
る
、
而
て
同
傳
に
、

「
會
、
呉
朝

に
在
り
て
亟
は
正
法
を
諡
き

し
も
、
皓
の
性
凶
麁
な
り
し
を
以
て
妙
義
を
読
く
に
及
ば
ず
、
唯
報

應

の
近
驗
を
敍
べ
て
以
て
其
の
心
を
開

諷
せ
し
の
み
」
と
あ
り
て
、

呉
地
に
は
淺
薄
な
る
因
果
應
報
の
道
理

の
み
し
か
逋
ぜ
な
か
つ
た
樣

で
あ
る
。
呉
地
は
か
く
の
如
く
佛
教
に
は
朱
開
の
地
で
あ
つ
た
か
ら

し
て
、
康
僣
魯
に
先
立

つ
て
佛
歡
を
傳

へ
た
居
士
支
謙

に

あ

り

て

も
、

こ
れ
と
同
樣
な
歌
態
で
あ

つ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
、
而
て
彼

は
支
那
思
想
に
育

つ
た
人
で
あ
る
か
ら

し
て
、
阿
彌
陥
佛
の
無
量
壽

に
關
蓮
し
て
、
長
壽
泥
桓
之
道
を
明
し
、
世
間

の
五
惡
五
痛
五
燒

の

因
果
報
應
の
道
理
を
詮
く
こ
と
が
必
要
で
は
無
か
つ
た
か
と
考

へ
る

の
で
あ
る
。
か
Σ
る
點
よ
り
考
察
し
て
、
無
量
壽
經
の
五
悪
段
並
に

こ
れ
に
前
後
す
る

一
連
の
章
句
は
、
大
阿
彌
陥
經
飜
譯
の
時
に
繪
加

さ
れ
罕
等
覺
經
に
こ
れ
が
受
け
つ
が
れ

て
、
竺
法
護
が
無
量
壽
經
を

譯
出
す
る
と
き
に
、

こ
の
卒
等
覺
經
に
よ
り
て
更

に
整
文
し
て
添
加



し
た
も

の
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

(
昭
和

二
十
八
年
度
文
部
省
科
學
研
究
費

に
よ
る
助
成

研
究

の
報
告

の

一
部
で
あ

る
)

註

①

白

延
は
魏

の
甘
露

二
年

(
曲
二
丑
八
)
洛
陽
白
馬
寺

に
て
亭
等
覺
經

等
を
譯
出
し
た

の
で
あ

る
が
首
楞
嚴
經
後
記

に
よ
る
と
咸
安

三
年

(
衂
三
七
三
)
凉
州

に
て
月
支

の
優
婆

塞
支
施
崙

が
「
須
頼
經
」
「
首

楞
嚴
經

「
上
金
光
明
經

」
等
を
誦
出
し
た
際

、

こ
れ

が
飜
譯

の
任

に
あ

た

つ
た
入

に
帛

延
あ

り
、
白

は
帛

と
混
用
さ
れ

る
こ
と

が
あ

る
か
ら
兩
人

は
同
名

で
あ

る
上

に
飜
譯
經
典
も
同

じ
も

の
が
少

な

く
な

い
、

こ
の
兩
人

は
年

代

が
距
り
す
ぎ

て
ゐ
る
た

め
同
入
と
す

る
こ
ど
は
出
來
な

い
が
恐
ら
く

「
首
楞
嚴
經
後
記
」

の
筆
者

が
支

施

崙

の
譯
出
經
典

が
白

延

の
も

の
に
類
同
す

る
所
よ
り
誦
出
を
施

籥

、
譯
語
を
畠

延
と
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
o

②

出

三
藏

記
集
、
、
第

十
三
、
梁
高

僣
傳
、
卷

一

③

梁
高
僣
傳

の
文

こ
れ
と
同
じ

魏
晋
時
代
に
譯
さ
れ
た
無
量
壽
經
に
つ
い
て

三
三


